
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森林の管理に関する新しい制度 

〔森林経営管理制度〕 

森林経営管理制度がスタートしました 

森林経営管理制度とは？ 
 個人や共同で所有している森林（杉の人工林）で、管理してい

ない、管理できない森林を大江町が仲介役となり、より良い森林

をつくっていく制度です。 

山形県 大江町 

森林経営管理制度の概要 

大江町役場 大江町が杉の人工林をお持ちの森林所有者のみなさまに、所有し
ている森林を今後どのようにしていきたいか、アンケートを通じ
てお考えやご意見をお伺いします。 

森林所有者 
「自分で管理したい」、 

「大江町に管理を依頼したい」など 

アンケートで意思表示します。 

管理を依頼したい方は、必要に応じて協議を行い 

経営管理を事業体へ依頼する手続きをします。 

※ 場合によっては必ずしも町が受けられるとは限りません 

依頼した森林はどうなるの？ 

大江町役場 

森林所有者 

(令和元年度より) 

 

ステップ 1 

ステップ 2 

ステップ 3 

森林経営に適した森林 

【黒字林分・経済林】 

森林経営に適さない森林 

【赤字林分・環境林】 

意欲と能力のある林業経営者に経営管理を依頼します。 

【問い合わせ先】 

大江町農林課 農山村振興係 

0237－62－2115（直通） 

（期間は森林所有者と事業体で協議） 

（伐採して利益が出る森林） （伐採して利益が出ない森林） 

所有者にお金が入る 
(自らやるより少額) 

所有者にお金が
入らない 

伐採する事業体が
一定期間管理 

①森林の調査・・・10年以上施業(間伐等の手入れ)がされていない森林を抽出 
            所有者毎におおまかな杉の本数、材積を UAVにより調査 

②対象者の方へ案内・・・意向調査のための説明会を開催(森林所有者全員ではない) 

※場合によっては必ずしも町が

受けられるとは限りません 


